
デトックスプロジェクトで疑念の残る
私設井戸水の調査と

オーガニック関連の店舗とのコラボによ
る

カエルとのトーク動画の拡大

くまもとのタネと食を守る会



デトックスプロジェクトで疑念の残った私設井戸水の
調査

• 今年度「私設井戸水からはネオニコチノイドが検出される」という仮説をたて、それを地域の公的水
道水２つと比較するために、３つの飲料水の採水と検査を行うこととしました。しかし、完全にこの仮
説は裏切られました。

• 結果は、報告書にあるように、私設井戸水からは全くネオニコは検出されていません。（検出限界未
満ということです）

• 地下水を原水とする八代市の水道水から、健康に影響が出るほどではないとはいえ、9月（水田の
季節）に気になる量のネオニコが検出されています。これは想定外でした。

• 氷川ダムからの表流水を水源とする水道水の方が、地下水を水源とする飲料水より検出値が小さ
いというのも、まったく想像もしていませんでした。ダムの水の方が汚染されていると思い込んでい
たからです。

• これは、飲料水の水質は、水源と浄化処理の方法、地質などで、全く違った結果になるということを
しめしているようです。



ネオニコの調査結果



硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素



ダムの水の場合



地下水の場合



熊本市の原水のひとつの現状

硝酸性窒素の水道水
の基準は10 mg/L

改寄水源では、上昇し
続けており、2022年で
7.0mg/L

改寄の給水口から
PFASも高濃度で検出さ

れている。原因は特定
されていない。

農薬については、検査
はしているかれど、総
量表示なので、ネオニ
コだけではわからない。



ネオニコの添加物として PFASが使われている可能性があ
るというニュースが入ってきた （猪瀬聖氏による）

• PFASが人の体内に入る経路はこれまで、主に井戸水や水道水、PFASを原材料とした調理器具

やプラスチック製の食品保存容器などが指摘されてきた。

• しかし、実はそれだけでなく、農業に利用される農薬にもPFASが成分として含まれている場合

があり、その農薬が残留した野菜や果物を口にすることで体内に入る可能性があることが、米

国で最近、報道されるようになってきた。

• また、圃場内に保管されていた10種類の希釈前の農薬を調べたら、６種類から検出限界を上

回る濃度のPFOSが検出された。濃度は392万～1,920万PPTだった。他のPFASは検出限度以

下だった。

• 6種類のうちの1種類は日本でも使用量の多いネオニコチノイド系殺虫剤のイミダクロプリドで、

検出濃度は1,330万PPTだった。

• 有効成分は表示義務があるが、添加物は原則、表示義務がない。このため、実際にどんな化

学物質が使われているかは製造元しかわからない。



オーガニック関連
の店舗とのコラボ

による
カエルとのトーク動

画の拡大
• 分かりやすくをもっとうに、

若い人を中心としカエル

の動画作成と見る会を4

回開催した。

• 親子の参加があり、農薬

問題を、分かりやすく伝

えることができた。
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